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ライン挿入 バーコード読込み

検査済ラベル印刷・貼付

検査器
機本体
検査器
機本体

全袋検査場のイメージ

　
　
　事
務
局

　い
わ
き
市
農
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 ︽
検
査
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
︾

☎
２
２‐

１
１
４
７

バーコード
ラベル郵送

放射性物質全量全袋検査のフロー図

平
成
29
年
産
米

放
射
性
物
質
全
量
全
袋
検
査
の
実
施

検 査 場 所 予約申込先 電　話 FAX

J
A
福
島
さ
く
ら

い
わ
き
地
区
本
部

飯野倉庫

高久倉庫

カントリーエレベーター

第一営農経済センター

第二営農経済センター

第三営農経済センター

第四営農経済センター

第五営農経済センター

三坂倉庫

第六営農経済センター渡辺倉庫

第五営農経済センター倉庫

85−2669

62−7647

※予約申込書は、バーコードラベル郵送時に同封しております。
　また、市農業振興課においても配付しております。

34−8146

32−3028

83−1123

56−2688

73−3100

29−2463

27−2835

85−2333

62−4670

34−3529

32−3012

83−1122

56−0808

73−0078

29−2462

27−2828

㈱相馬屋

㈲米問屋

福島糧穀㈱

　今
年
度
も
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
、
全
て
の
県
内

産
米
を
対
象
に
、
全
量
全
袋
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　基
準
値
を
超
え
る
米
の
流
通
を
防
ぎ
、
消
費
者
に

安
全
な
米
を
届
け
る
こ
と
は
産
地
の
責
任
で
あ
り
、

福
島
県
産
米
へ
の
信
頼
回
復
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

　生
産
者
の
皆
様
に
は
、
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の

う
え
、
必
ず
全
て
の
米
袋
を
検
査
し
て
か
ら
販
売
、

譲
渡
、
消
費
す
る
こ
と
と
し
、
産
地
の
信
頼
回
復
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

︽
検
査
開
始
日
︾
平
成
29
年
９
月
11
日
︵
月
︶

︽
検
査
の
対
象
︾
生
産
し
た
全
て
の
米
︵
飯
米
、

　
　縁
故
米
、食
用
の﹁
ふ
る
い
下
米
﹂な
ど
も
含
む
︶

　
　※
過
年
産
米
︵
未
検
査
︶
の
検
査
は
各
検
査
場

　
　
　に
要
相
談

︽
検
査
の
準
備
︾
各
生
産
者
に
郵
送
さ
れ
た
バ
ー

　
　コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
を
全
て
の
米
袋
に
貼
付
。

　
　※
貼
付
位
置
は
原
則
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

　
　
　集
荷
業
者
等
に
よ
り
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

　
　
　に
つ
い
て
は
、
指
定
さ
れ
て
い
る
位
置
に
貼

　
　
　付
し
て
く
だ
さ
い
。

︽
検
査
の
受
付
︾
Ｊ
Ａ
等
を
通
じ
て
出
荷
す
る
場

　
　合
は
不
要
。
個
人
で
販
売
・
譲
渡
・
消
費
す
る

　
　場
合
、
予
約
申
込
先
へ
予
約
申
込
書
を
持
参
又

　
　は
Ｆ
Ａ
Ｘ
。

︽
検
査
の
実
施
︾
指
定
さ
れ
た
検
査
日
に
、
検
査

　
　の
準
備
を
終
え
た
米
袋
を
搬
入
。

︽
検
査
料
金
︾
無
料

︽
注
意
点
︾

　
　①
各
生
産
者
に
郵
送
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ

　
　
　ル
を
使
用
し
、
余
っ
て
も
絶
対
に
他
人
に
譲

　
　
　ら
な
い
。
他
人
の
も
の
は
使
用
し
な
い
。
不

　
　
　足
し
た
場
合
、
市
農
業
振
興
課
に
連
絡
。

　
　②
過
年
産
米
の
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
は
使
用
不

　
　
　可
。

　
　③
出
荷
状
態
︵
30
㎏
米
袋
︶
で
検
査
実
施
。

︽
そ
の
他
︾
検
査
場
へ
の
搬
入
に
つ
い
て
は
、

　
　J
A
や
集
荷
業
者
が
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
の

　
　で
、
予
約
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【市協議会】

バーコード
ラベル貼付

【生産者】 集荷・検査場搬入

【JA・集荷業者等】

出荷（流通）

【JA・集荷業者等】

自家消費等

【生産者】
予約申込・検査場搬入

【生産者】

検査結果の公表

【県協議会】

・スクリーニング検査
・検査済みラベル貼付

【検査場】

い
わ
き
地
域
の
恵
み
安
全
対
策
協
議
会



いわき市農業委員会だより（3）第176号 2017年（平成29年）10月1日

今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

　今
号
の
表
紙
は
、
渡
辺
町
に
あ
る
渡
辺
小
学

校
の
学
習
田
に
並
ぶ
﹁
か
か
し
﹂
で
す
。

　こ
の
﹁
か
か
し
﹂
は
、
毎
年
渡
辺
小
学
校
が

授
業
の
一
環
で
行
っ
て
い
る
農
業
体
験
の
中
で

制
作
さ
れ
た
物
で
、
今
年
度
は
、
双
葉
南
小
・

双
葉
北
小
の
児
童
も
共
に
制
作
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
約
３
a
の
学
習
田
で
は
、
も
ち
米
が
栽
培

さ
れ
て
お
り
、
収
穫
が
終
わ
る
と
餅
つ
き
を
し

て
児
童
み
ん
な
に
振
る
舞
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　農
業
体
験
の
手
助
け
に
地
元
有
志
の
方
々
約

20
名
が
﹁
田
ん
ぼ
の
学
校
応
援
団
﹂
と
し
て
携

わ
っ
て
お
り
、
代
表
の
遠
藤
佐
一
さ
ん
に
お
話

を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
子
供
達
に
農
業
体
験
を
通

し
て
農
業
や
農
作
物
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

お
米
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
毎
年
出
来
上
が
る
手
作
り

の
﹁
か
か
し
﹂
は
一
体
一
体
に
個
性
が
あ
っ
て

た
い
へ
ん
面
白
い
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　児
童
と
地
域
の
方
々
が
協
力
し
て
完
成
さ
せ

た
こ
の
﹁
か
か
し
﹂
。
田
ん
ぼ
だ
け
で
な
く
子

供
達
や
地
域
全
体
を
も
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
と
地
域
を

　
　見
守
る
か
か
し
た
ち

田
ん
ぼ
と
地
域
を

　
　見
守
る
か
か
し
た
ち

︵
執
筆
・
撮
影

　小
泉

　昌
男

副
委
員
長
︶

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

舩尾 　相さん（38）平下大越

　今
回
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
の
は
、
平
下

大
越
の
舩
尾

　相
さ
ん
、
佳
代
子
さ
ん
夫

婦
。
両
親
︵
父
・
重
雄
さ
ん
、
母
・
明
美

さ
ん
︶
と
共
に
農
業
に
勤
し
む
。

　震
災
︵
地
盤
沈
下
・
津
波
や
塩
害
な
ど
︶

復
興
に
伴
う
地
域
一
帯
の
基
盤
整
備
事
業
が

進
め
ら
れ
、
大
規
模
化
し
た
区
画
圃
場
、
作

業
効
率
・
生
産
性
の
向
上
、
そ
し
て
担
い
手

農
家
の
育
成
と
土
地
集
積
の
推
進
が
さ
れ

る
中
で
、
昨
年
、
心
機
一
転
、
中
途
で
勤

め
を
辞
め
て
就
農
し
た
若
手
で
す
。

　稲
作
と
ハ
ウ
ス
苺
の
複
合
経
営
を
行
っ

て
い
る
。
請
負
等
を
含
め
8
　
の
稲
作
と
、

主
力
品
種
﹁
ふ
く
は
る
か
﹂
で
ハ
ウ
ス
苺

の
高
設
栽
培
︵
20
a
︶
、
自
家
用
野
菜
な

ど
20
a
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
地
域
は
、
過
去
︵
40
数
年
前
︶
に

は
、
1
8
0
余
名
、
30

　程
の
規
模
で
、

苺
の
一
大
産
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
生

産
者
の
高
齢
化
、
品
種
の
多
様
化
、
生
産

技
術
の
高
度
化
、
更
に
は
震
災
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
現
在
は
30
名
、
5

　程
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
若
者
が
、
新

規
の
就
農
者
と
し
て
、
ま
た

後
継
者
と
し
て
苺
栽
培
に
関

わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　将
来
は
、
苺
の
生
産
か
ら

消
費
ま
で
の
一
貫
し
た
自
己

完
結
型
の
経
営
を
目
指
す
も
、

現
在
は
、
多
様
な
形
態
の
農

業
や
苺
栽
培
の
姿
を
模
索
、

研
究
し
て
い
る
状
況
。
﹁
就

農
し
て
ま
だ
日
が
浅
く
、
今

は
地
域
の
担
い
手
と
な
っ
て

認
め
て
も
ら
え
る
農
業
・
農

業
者
を
目
指
し
た
い
﹂
、
と

新
設
し
た
ハ
ウ
ス
の
前
で
力

強
く
答
え
る

　相
さ
ん
。

　地
域
内
の
就
農
す
る
若
者
が
減
少
す
る

中
で
、
Ｊ
А
苺
部
会
の
若
手
会
員
と
し
て
、

ま
た
地
区
の
農
事
組
合
長
を
つ
と
め
る
な

ど
地
域
の
方
々
か
ら
も
、
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
消
防
団
員
と
多

方
面
に
活
躍
・
頑
張
っ
て
い
る
若
き
農
業

者
で
す
。

　県
・
市
の
行
政
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

Ｊ
А
福
島
さ
く
ら
、

更
に
は
農
業
等
の

各
種
団
体
等
の
ご

支
援
が
最
大
の
力

添
え
に
な
る
、
と

確
信
す
る
次
第
で

あ
る
。

　と
に
か
く
、
頑

張
っ
て
ほ
し
い
、

の
一
言
。
忙
し
い

中
、
取
材
に
応
じ

て
い
た
だ
き
感
謝
。

ふな　 お　 　たか　　み

ｈａ

ｈａ

ｈａ

（写真左から　両親、奥様、本人、姉）

︵
執
筆
・
撮
影

　渡
邊

　雄
八

　
委
員
︶

●苺の苗
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　農業者年金は、農業者がより安定した老後を過ごすことが
できるよう国民年金に上乗せする公的年金です。

●農業者年金の特徴とメリット
　①終身年金で80歳までの保証付き

　　原則、65歳から生涯にわたってもらえる公的年金です。仮に80歳前に亡くなられた場合でも、80歳までに

　受け取れる見込みであった年金相当額が、ご遺族に給付されます。

　②保険料額の自由設定・途中変更が可能

　　保険料は、月額２万円～６万７千円の範囲で、千円単位で自由に設定できます。途中で月額を変更するこ

　とも可能です（認定農業者などには保険料の国庫補助もあります）。

　③加入も脱退も自由

　　加入も脱退も自由です。脱退した場合、保険料は返還されませんが、加入期間に応じて将来給付される年

　金額に反映されます（加入期間が一ヶ月でも対象となる）。

　④税制面での優遇措置

　　支払った保険料は全額が社会保険料控除の対象となりますので、所得税・住民税の節税につながります。

農業者だけの公的年金制度農業者だけの公的年金制度農業者だけの公的年金制度

老後の安心「農業者年金」老後の安心「農業者年金」

※この試算は、65歳までの運用利回りが2.5%、65歳以降の予定利率が0.20%となった場合の試算です。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。

農業者年金は…

の方ならどなたでも加入できます。

農業者年金は…

の方ならどなたでも加入できます。

国民年金
第１号被保険者

国民年金保険料
納付免除者を除く

年間60日以上
農業に従事

60歳未満

●農業者年金に加入すれば～  農業者年金の支給額（年額）の試算●

加入年齢 加入年数

40歳 20年
男　性 60万円 100万円

50万円 84万円

27万円 44万円

22万円 37万円

女　性

男　性

女　性
50歳 10年

保険料月額
4万円の場合

保険料月額
6万7千円の場合
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0246（22）7578
農業委員会事務局 農地調整係

お問い合わせ

農 地 の 所 在 地

錦町鶴ヶ町　　　　（1筆） 田 10.10

地目 面積（a）

四倉町下仁井田字西袋（1筆） 畑 4.53

四倉町細谷字日渡 （4筆） 畑 13.42

1

2

3

四倉町大森字民野町（1筆） 畑 4.944

■売りたい

　農業委員会では、耕作を目的とする

農地情報の収集・提供を行っています。

　売買・貸借等の意向がある方は、是非ご

相談下さい。

※今回掲載した農地以外にも売買・貸借等の　
　意向がある方は、是非ご相談ください。

　ご覧になって、手続き等の詳細を知りたいという方は
農業委員会事務局までお問い合わせください。

No.

《南部地
区》

〔遠野地
区〕

︵
執
筆
・
撮
影

　瀬
谷

　弘

委
員
︶

　Ｊ
Ａ
第
5
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
は
、
8
月

8
日
心
配
さ
れ
て
い
た
台
風
５
号
の
影
響
も

な
く
、
遠
野
地
区
に
於
い
て
無
人
ヘ
リ
に
依

る
カ
メ
ム
シ
等
共
同
防
除
を
実
施
し
ま
し
た
。

　使
用
農
薬
は
﹃
ダ
ブ
ル
カ
ッ
ト
ス
タ
ー
ク
ル
フ
ロ
ア
ブ
ル
﹄

︵
い
も
ち
・
カ
メ
ム
シ
殺
虫
殺
菌
混
合
剤
︶
で
す
。

　遠
隔
操
作
に
依
る
小
型
無
人
ヘ
リ
は
高
度
3
ｍ
〜
5
ｍ
程
の
超

低
空
で
飛
ぶ
た
め
、
圃
場
に
無
駄
な
く
農
薬
を
散
布
す
る
事
が
で

き
、
そ
し
て
他
へ
の
飛
散
も
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

　ヘ
リ
を
操
作
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
ヘ
リ
の
誘
導
を
行
う
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
及
び
補
助
員
が
チ
ー
ム
を
組
み
ま
す
。

　当
地
区
は
中
山
間
地
域
で
農
業
者
年
齢
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
が
す
す
む
な
か
共
同

防
除
の
果
た
す
役
割
は

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　散
布
を
希
望
す
る
人

は
圃
場
地
番
と
圃
場
図

面
を
申
込
時
、
責
任
者

を
通
じ
て
提
出
し
、
散

布
当
日
は
現
地
責
任
者

︵
圃
場
の
分
か
る
人
︶

が
立
会
い
、
今
年
も
散

布
を
依
頼
さ
れ
て
い
た

1
2
7.
6
ha
の
圃
場
を

３
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
防

除
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

☎（22）7534

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
�

に
よ
る
カ
メ
ム
シ
等

　
　
　
　共
同
防
除

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
�

に
よ
る
カ
メ
ム
シ
等

　
　
　
　共
同
防
除●防除中の無人ヘリコプター

　全国農業新聞は、週刊の農業の専門

誌として、土地問題、先進的な農業経

営・栽培技術に取り組む農業者の事例、

新規就農者への支援など、様々な角度

から情報提供を行っています。

　農業委員会では、農地利用の最適化を図る
ため、遊休農地の実態把握と発生防止・解消
及び違反転用防止を目的に、８月～11月を農
地パトロール強化月間と設定し、現地調査を
行っています。
　調査の際、農業委員や事務局職員が農地に
立ち入る場合がありますので、ご協力をお願
いいたします。

　農業委員会事務局農地調整係　☎22－7578

農地パトロール強化月間農地パトロール強化月間農地パトロール強化月間

◎申し込みは農業委員会事務局、または
　農業委員へお問い合わせください。

全 国 農 業 新 聞全 国 農 業 新 聞 ○発　行　月4回　
○購読料　1ヶ月700円（送料込）
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集
後
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●写真左・鈴木会長　　右・奥様

　今
年
の
夏
も
暑
い
日
が
続
き
、
よ
う
や
く
し

の
ぎ
や
す
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　10
月
8
日
は
二
十
四
節
気
の
﹁
寒
露
﹂
で

す
。
寒
露
と
は
、
晩
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
野

草
に
宿
る
冷
た
い
露
の
こ
と
で
、
秋
の
長
雨
が

終
わ
り
、
本
格
的
な
秋
の
始
ま
り
に
な
り
ま

す
。　こ

の
時
期
に
は
、
丹
精
込
め
て
育
て
て
き
た

稲
の
収
穫
も
始
ま
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、

収
穫
で
き
る
喜
び
を
味
わ
い
な
が
ら
、
日
々
の

農
作
業
に
勤
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。　そ

し
て
、
上
記
の
記
事
に
も
あ
り

ま
す
が
、
今
年
の
春
の
叙
勲
で
は
、

当
農
業
委
員
会
の
鈴
木
会
長
が
旭
日

単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　地
域
の
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、

そ
し
て
農
業
委
員
の
代
表
と
し
て
貢

献
さ
れ
て
い
る
鈴
木
会
長
の
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
と
ご
健
闘
を
ご
祈
念
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

編 集 委 員

　井上用水が流れる山田町明地地内で
「第三回田んぼアート」が行われてい
る。（主催NPO法人ミッション等）
　今年は巨大な親子の白鳥の絵柄が水
田一面に描かれ見物客を圧倒する。
　高所よりこの田園風景を見ると静寂
感のなかに　ゆ
るやかな時の流
れを感じる　晩
秋には　又数多
くの白鳥が鮫川
に飛来するだろ
う。

　四倉町玉山の市川英樹さんは福島田
んぼアートプロジェクトを立ち上げて、
今年の天皇杯で大活躍した「いわきFC
のロゴマーク」の絵柄をワンダーファ
ーム隣接地にみごとな「田んぼアート」
として実現させた。
　参加型の「田んぼアート」の先導者
として農業振興への熱き心を持ち、心
意気を示す市川さんの活躍に期待した
い。

（執筆・撮影　愛川　卓司 委員）

︵
執
筆

　佐
藤

哲
男

委
員
長
︶

　緑の大地をキャンパスに
「田んぼアート」inいわき

　四倉にも「田んぼアート」
　が出現

　緑の大地をキャンパスに
「田んぼアート」inいわき

　四倉にも「田んぼアート」
　が出現

●平成29年7月中旬撮影

●平成29年8月上旬撮影

いわき市農業委員会だより 第176号（6）2017年（平成29年）10月1日

トピックストピックス

　平
成
29
年
4
月
29
日
に
発
令
さ
れ
た
春
の
叙
勲
で
、
い

わ
き
市
農
業
委
員
会
の
鈴
木
理
会
長
︵
74
︶
が
国
家
又
は

公
共
に
対
し
功
労
の
あ
る
方
に
贈
ら
れ
る
旭
日
単
光
章
を

受
章
し
ま
し
た
。

　鈴
木
会
長
は
、
平
成
11
年
か
ら
市
の
農
業
委
員
に
就
任

し
て
以
来
18
年
間
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
地
域
農
業
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　平
成
20
年
か
ら
は
市
農
業
委
員
会
会
長
、
平
成
27
年
か

ら
は
県
農
業
会
議
の
副
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
自
身
も
被
災
し
な
が
ら
、

地
域
の
農
林
業
の
復
旧
・
復
興
に
ご
尽
力
さ
れ
、
日
々
、

難
題
の
多
い
農
地
問
題
や
農
政
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。　平

成
27
年
に
は
、
皇
居
で
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
︵
に
い
な

め
さ
い
︶
の
献
穀
者
に
選
ば
れ
献
上
米
を
献
上
し
ま
し
た
。

　今
回
の
受
章
に
つ
い
て
鈴
木
会
長
は

﹁
支
え
て
く
れ
た
人
に
感
謝
し
か
な
い
﹂

と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　今
後
は
﹁
耕
作
放
棄
地
の
活
用
な
ど
、

人
と
接
し
て
次
の
農
業
を
提
案
し
た
い
﹂

と
の
こ
と
で
す
。

平
成
29
年
春
の
叙
勲

　鈴
木

理
会
長

﹁
旭
日
単
光
章
﹂を
受
章

農業委員会ホームページ いわき市HP（http ://www.c ity . iwaki . lg . jp）内のキーワード　　　　　　　　　でご覧いただけます農業委員会 検索


